











号と資料ＩＤを載せた。Ａについては資料ＩＤが、収蔵される略縁起一点ごとに付されているので、ここ は掲げず、後掲目録に示した。形態・数量の下に記した合計点数は、それぞれが収蔵する略縁起の点数。なお、後述通り縁起あるいは縁起関係記事を全く載せないも もあり、厳密には「略縁起類」と言うべきかもしれないが、今は便宜上それらも含めて「略縁起」と称 ておく。



















































































































































































































































































































































































































































および絵の有無」については、縁起あるいは縁起関係の記事を掲載しているものは「○」 、それに絵を伴うもの、あるいは中心である絵 そうした記事を伴うものは「◎」 、関係する和歌や樹木の寸法についての記載はあっても縁起関係記事を含むことのない、絵が中心となっているものは「●」と分類して、縁起記事と絵のあり方を示した。
・ｂには、刊年もしくは書写年が明らかな場合、それを示した。ただし、必ずしも明らかとは言えない場合も含んで
いるかもしれない。
・ｃには、奥書や刊記の類を、その所在位置とともに掲げた。・ｄには、種々の 込を掲げた。文字でなく記号類の書込についても記した場合がある。・ｅは、内容などについての覚書。飽くま 覚書であって、精査を経た のというわけではない。・ｆには、京都女子大学図書館 所蔵する他の略縁起集および他機関が所蔵する略縁起集に 同一の略縁起が収載さ
れている場合、その略縁起集を列挙した。ただし、判明した場合のみであって、網羅的に探索した結果ではなく、実物によって確認し得て ない場合も少なくないので、同一でないものを含んで るかもしれない。京都女子大学図書館所蔵略縁起集に同一のものが所蔵されている場合、前節 挙げた記号や番号を用いて、 「京女図Ｍ⑯」 「京女図Ｎ」などと示した。先掲『略縁起集の世界
　
論考と全目録』に目録が収載されているものについては、そこに示














































































































































































































































































































































ｃ「羽州谷地 大原宝田村／高谷長四郎 （左端中央 。ｅ右上に「四方八方に松の其名の 氏千代経る家の庭に栄へて」 （ 「青柳亭下枝」 ） 。松の寸法注記あり。右端上部・


























































































































































































































































































































































































































































































リ四丁斗往還ヨリ壱丁」 。松の寸法注記あり。匡郭外右端に「西」 、左端に「東」 、上端に「南」 （下端は切断・






































































































































































































例えば、 久野俊彦氏「一枚刷り略縁起の形成」 （堤邦彦氏・徳田和夫氏編『遊楽と信仰の文化学』森話社、 平
22）が「寺



















それは最早、 「名所記」とも称し難く 絵」 言うべきなのかもしれない。後世 寺社刊行の絵葉書類 も由来などを伝える簡略な記事を伴う そうでないものとがあ が 右 ような「名所 」や「名所絵」には、やがてそうした絵葉書類へと繫がっていく面 あるのだろうか。　
また、右目録稿を眺めてすぐに気付くのは、同じ「名所」でも特に 名木」 「霊木」を取り上げたものが多数を占め



































































































































































































































































































































































































その書込の二行目に「当処より日高川一リ程有リ」と見え 。三井寺か 「一リ」の範囲に「日高川」は見当たらず 「当処」は三井寺を指しているのではないだろう。続いて「是よ リ半程
ニて
徳本上人出生地有リ」と記す「徳本上人」は、


































































































































































































40 の中央部（書込ｚ） 19 の左端部






49 の左端（書込ｚ） 49 の右端上部（書込ｘｙ）
82
　　
（左端上部）
9　
紀州日高郡道成寺御建立畧縁起
40　
尾上のかね由来
　　
（右端上部）
（本学教授）
（本学大学院修士課程一回生）
